
OB報告会 フェアリング班

32代パートリーダー 田仲 悠
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メンバー
32代（3名）

早稲田大学 基幹理工学部 機械科学航空学科

早稲田大学 基幹理工学部 数学科

日本女子大学 家政学部 家政経済学部

33代（3名）

早稲田大学 基幹理工学部 学系Ⅱ

早稲田大学 創造理工学部 建築学科

日本女子大学 家政学部 家政経済学部
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目標

1. 来年こそプラットホームでロールアウト

2. パイロットが快適に感じるフェアリング

3.デザインのブランド化
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方針

精度の向上

予定の管理

技術の継承
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年間計画

2015年

8月 理工展用フェアリング製作

9月 同上

10月 試験飛行用フェアリング製作

11月 同上＆荷重試験準備

12月 荷重試験



年間計画

2016年

1月 期末試験休み

2月 試験飛行用フェアリング製作

3月 試験飛行用フェアリングロールアウト

4月 本番用フェアリング製作&TF修復



①理工展用フェアリング

目的

・製作手順の確認，改良案の創出

・製作スキルの向上



②試験飛行用フェアリング

目的

・製作改良案の確認



③本番用フェアリング

目的

・より精度のよいものをつくれる

・TF損傷がなく，強度が必要十分

・TF汚れがなく，パイロットが快適



④荷重試験

事前準備

⇒ひも付け，重り準備

安全管理

⇒荷重試験マニュアルを読み合わせ
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設計
特徴

 全体的に上太めな形状

例年よりケツ点が上のため

 横柱２番の位置

成形のため

より多くの視界確保

 後縁の形状

成形のため

後流がいい感じ

かっこいい(個人的な感想)
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製作

大きな変更はなし

細かい点では・・・

ドアの構造

ノーズ下は非分割化

デザインのブランド化



製作
ドアの構造

前年度機体Thermopylaeでは，機体審査時に，

「着水時に折れパイロットが怪我する恐れ」

と指摘



製作
ドアの構造

・はめ込み構造

⇒ドアの枠に高密スタイロを使い，ポリカーボネート
シートを張る



製作
ノーズ下の非分割化

従来はノーズの上下ともに，左右で二分割

分割しない方が，発泡部・接着剤が減少し軽量化



製作
デザインのブランド化

WASAが長期的に鳥人間コンテストに出場するため

読売テレビのニーズを満たす



ご清聴ありがとうございました


